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沖小だより
「話しあう」ことは、自由に生きるための学び　

　先日、４年の国語の授業をのぞきました。議題は「運

動会に向けて、学級旗のデザインを考えよう」。机をコの

字に並べ、司会者や書記などの役割を子どもたちが分担

しながら、話しあいが進んでいました。

　印象的な掲示がありました。「対立」を解決するには、

「けんか」ではなく「話しあい」。話しあいとは、「伝え

る、考える、受けとめる、聞く」こと。そう書かれてい

ました。

　黒板には、「虹の色を変える」「青とみどりの間に水色」

「雲を消したい」「沖小のキャラクターを入れたい」な

ど、たくさんの意見が並んでいました。意見がぶつかる

場面もありますが、その意見の違いも大切にしながら、

みんなが納得できる旗のデザインを目指して合意を形づ

くっていきます。

　先日、門真市教委主催の研修で、熊本大学の苫野一徳

さんは、教育の本質は「自由」と「自由の相互承認」の

実現にあると語られました。自分の人生を自分で選び、

決めて生きられること。同時に、他の人も同じように自

由な存在だと認め合えること。その両方を育てるのが学

校の役割です。そして、争いを終わらせるのは「力」か「対話」しかない。だか

らこそ、対話を通して合意をつくる経験を、子どものころから積むことが大切だ

とおっしゃっていました。

　ルソーの『エミール』の一節も紹介されました。「あれしなさい、これしなさ

い、あれするな、これするな」とばかり言われて育った子どもは、「息をしなさ

い」と言われなければ呼吸さえしなくなるだろう、と。そして、教育の基本は

「信頼して、任せて、待って、支える」ことだと。

　４年の子どもたちの姿は、まさにその実践だと感じました。ルールを自分たち

で決め、役割を分担し、意見の違いを話しあいで乗り越えて、みんなで一つのも

のをつくり上げていく。先生は、その過程を信頼して見守り、必要なときに支え

ておられました。

　けんかではなく、話しあいで。子どもたちがつくる小さな「自由の相互承認」

の場が、教室の中で今日も育っています。



「おひるねゴロゴロタイム」を行いました　

　９月１４日から１８日までの５日間、昼休

みに「おひるねゴロゴロタイム」を実施しま

した。

　フリースペースとAL教室のカーテンを閉

め、照明を少し落として、静かな音楽を流し

ます。希望した子どもたちが集まり、約15

分間、寝ころんだり座ったりして過ごしまし

た。約束は「静かに過ごす」「走ったり遊ん

だりしない」「周りの人のリラックスタイム

を大切にする」の３つです。

　クッションに顔をうずめる子、大の字にな

って天井を見上げる子、友だちと並んで目を

閉じる子。それぞれが自分に合った休み方を

見つけていました。

　午前中の疲れをやわらげ、気持ちを落ち着

かせることで、午後の学習に集中しやすくな

ること、そして学校生活にメリハリが生まれることを期待しています。何より、

子どもたち自身が「疲れたな」と気づき、自分で心と体を整える経験をしてほし

いと考えています。

　学校が、がんばる場所であると同時に、ほっとできる場所でもありたい。そん

な願いを込めた５日間でした。

子ども主体のクラブ活動

　クラブ活動には、たくさんの保護者の方がボランティアとして来てくださって

います。子どもたちに寄り添い、時には一緒に楽しみながら関わってくださる皆

様のおかげで、子どもたちの「やってみたい」が広がっています。いつも本当に

ありがとうございます。
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